
文

章
• 

文

体

乙
の
分
野の
研
究は 、
方
法
論の
う
え
で
未
開
拓の
点
も
多
く 、
ま
た 、
対

象
自
体が
非
常に
多
面
的で
あ
る
た
め 、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究の
立
場は
実に
さ

ま
ざ
ま
で 、
そ
の
中
を
類
別
す
る乙
と
に
困
難
を
感
じ
る 。
が 、
大
体の
と
と

ろ
を
整
理し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う 。
小
稿で
は 、
一
応 、
次の
よ
うに
大
別

し
た
う
え
で 、
内
容の
紹
介
を
主
と
す
る
展
望
を
試
み
る乙
と
に
す
る 。

-
一
般
的
研
究
||

主
と
し
て
理
論
的・
体
系
的
研
究で 、
中
を〔
文
章〕

〔
文
体〕
〔
表
現〕
に
分
け
る 。
ζ
の
三
者
は
も
ち
ろ
ん
相
互に
関
連
す
る

が 、
ひ
と
ま
ず
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る 。

2
個
別
的
研
究
||主

と
し
て
作
品
別の
研
究で
あ
る
が 、
立
場・
方
法

の
違い
に
よっ
て
分
け
ずに 、
ほ
ぽ
作
品の
年
代
順に
と
り
あ
げ
る 。

3
史
的
研
究
11

文
章
史・
文
体
史・
表
現
手
法
史・
文
章
論
史な
ど
を

合
む。

な
お 、
過
去の
『
国
語
学』
での
展
望
で 、
と
の
分
野
が
初め
て
独
立の
項

目
と
し
て
立
て
ら
れ
た
の
は 、
四
九
集
(昭
三
七・
六)
||「

文
体・
文
章」

(
阪
倉
篤
義
氏)
で 、
そ
の
後は 、
五
七
集
(昭一ニ
九・
六)
||「

文
体・
文

章」
(
森
田
良
行
氏) 、
八一
集
(昭
四
五・
六)
||「

文
体・
文
章・一言
語
生

活」
(
桜
島
忠
夫
氏)
と
なっ
て
い
る 。
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一
般的研究

【文章】
文
章
論
を
閑
語
学の
中に
どの
よ
うに
位
置づ
け
るべ
き
か
は 、
大
きな
課

題で
あ
るが 、
と
の
乙
と
に
関
連
す
る
もの
と
し
て 、
金
問
孝
氏
「
文
章の
文

法
論
的
研
究に
つ
い
て」
(『
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要』
第一
四
絡 、
昭
四

五・
二)
が
あ
る 。
金
岡
氏
は 、
文
章
論
(
国
語
学
の一
領
域
と
し
ての
広
義

の
文
章
論)
の
課
題
を 、
文
章の
定
義 、
文
章の
成
分 、
文
章の
構
造 、
文
章

の
分
類 、
に
分
け
た
う
え
で 、
と
れ
らの
課
題に
含
ま
れ
る
諸
問
題
が 、
文
法

論
的
研
究の
対
象と
な
り
う
る
か
ど
う
かに
つ
い
て
考
察し 、
接
続
詞に
よっ

て
統
合さ
れ
て
い
るこ
文の
考
察ゃ 、
い
ち
い
ちの
文の
文
法
的
性
質に
も
と

づ
く
文の
配
置の
問
題
以
外
は 、
文
法
論の
領
域
を
こ
え
て
い
る
と
し
て
い
る 。

文の
関
連の
考
察と
し
て
は 、
土
部
弘
氏の
「
文の
関
連
的
地
位」
(『
学
大

国文』
第一
四
号 、
昭
四
六・
三)
が
あ
る 。
文の
関
連
を 、
い
くつ
かの
事

例に
も
と
づ
い
て
総
合
的に
考
察し
た
もの
で
あ
る 。
前
後の
文の
関
連
性と

し
て
「
等
立
的」
「
合
立
的」
「
対
立
的」
の
三
種
を
あ
げ 、
また 、
「
位」
(文

相
互の
関
連
的
地
位)
の
種
類と
し
て 、
今
まで
の一
二
位に
さ
ら
に
二
位
を



加
え
て 、
連
鎖
位・
反
復
位・
換
言
位・
前
提
位・
補
足
位・
順
接
位・
逆
接

位・
累
加
位・
並
列
位・
選
択
位・
対
比
位・
引
用
位・
応
答
位・
転
換
位と

い
う一
四
位
を
認
め 、
そ
の
体
系づ
け
を
試
み
て
い
る 。

文
章の
構
成に
関し
て
は 、
市
川
孝
「
文
章の
し
く
み」
(『文
章の
技
法』

第一
巻
『文
章の
生
態』 、
昭
四
五
・

五 、
明
治
筈
院)
に
お
い
て 、
文
章の

構
成
を
と
ら
え
る
観
点
と
し
て 、
「
全
体の
運
び」
「
全
体の
統
括」
「
題
材の

配
列」
「
意
味の
連
接」
の
四つ
を
あ
げて
い
る 。

平
井
昌
夫
氏
『
文
章
評
価
法』
(昭
四
六・
一
O 、
至
文
堂)
は 、
文
章の

評
価に
つ
い
て
の
理
論と
そ
の
具
体
的
方
法と
に
つ
い
て 、
体
系
的に
説
い
た

もの 。「
第一
部
文
章の
指
導と
評
価」
「
第二
部
作
品
を
評
価
す
る
基
準」

と
に
分
け 、
付
録
と
し
て 、
文
章の
参
考
文
献の
く
わ
し
い
リス
ト

を
載せ
て

い
る 。

体

文
章・
文
体の
両
者に
関
係
す
る
もの
と
し
て 、
永
尾
章
曹
氏「
文
章
研
究

の
現
状と
問
題
点」
(
法
政
大
学
『文
学
研
究』
第
三
四
号 、
昭
四
六・
一
二)

が
あ
る 。
文
章
研
究
を
「
文
章
観・
文
体
観」
「
史
的
研
究」
「
計
量
的
研
究」

「
美
学
的
研
究」
「
語
学
的
研
究」
「
実
践
的
研
究」
に
分
類し
た
う
え
で 、
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
点を
指
摘
し
て
い
る 。
ま
た 、
文
章の
冒
頭の
第一
文の
分
析

検
討
を
試
み
て
い
る 。

【
文
体】

い
わ
ゆ
る
文
体
論は 、
そ
の
立
場や
方
法の
違
い
に
よっ
て 、
一
応 、
文
章

心
理
学・
言
語
美
学・(
国)
語
学
的
文
体
論・(
国)
文
学
的
文
体
論な
ど
に
類

別
さ
れ
る 。
と
の
う
ち 、
文
学
的
文
体
論に
つ
い
て
の
主
張が 、
野
村
精一
氏

「
文
体
論の
方
法に
つ
い
て
の
覚
え
書
き」
(『月刊文
法』
昭
四
五
年一
月

号) 、
同
氏
『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説』
(昭
四
五
・

四 、
有
精
堂) 、
同
氏「
文

体
論の
方
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題」
(学燈社
『
国
文
学』
昭
四
五
年
五
月
号)
に

意 ・ 文文

見
ら
れ
る 。
野
村
氏は 、
い
わ
ゆ
る
文
学
的
文
体
論
を
「
作
者の
側の
文
体

論」
(『月刊文
法』
昭
四
四
年一
月
号
「文
体
論
を
整
理
す
る
と」)
と
呼ぴ 、

「
文
体
批
評」
(『源
氏
物
語文
体
論
序
説』)
と
呼ぴ 、
ま
た 、
「
文
学
論
的
文

体
論」
(「文
体
論の
方
法に
つ
い
ての
覚
え
書
き」)
と
も
呼
ん
で
い
る 。
そ

の
文
学
論
的
文
体
論の
方
法は 、
「し
かつ
め
ら
し
く

角
張っ
た
文
字や
記
号

を
並べ
て 、
そ
れ
ら
を
適
宜
論
理
的に
つ
な
い
だ
と
お
ぼ
し
い
が

実
証H
と
い

う
操
作
を 、
と
と
で
は
方
法な
ど
と
呼ぶ
必
要の
な
い
世
界の 、
精
神が
もの

を
創
り
出
そ
う
と
す
る
営
み
自
体の
中に
あ
る
も
の
な
の
だ 。」
と
述
べ
て

い
る 。
『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説』
で
は 、
「
文
体
批
評」
と
し
て
の
文
体
論の

立
場を
「
I
文
体
論の
思
想
と
方
法」
で
論
じ
た
う
え
で 、
「E
王
朝
文

学の
文
体
史
的
考
察」
「
E
源
氏
物
語の
文
体に
つ
い
て
の
試
論」
を
展
開

さ
せ
て
い
る 。

英
文
学
関
係の
文
学
的
文
体
論と
し
て
は 、
東
田
千
秋
氏
『
作
品
と
文
体』

(
昭
四
五・
四 、
大
阪
教
育
図
書
株
式
会
社)
が
あ
げ
ら
れ
る 。
「
第一
部

文
体と
は
何か」
「
第二
部
作
品
研
究」
か
ら

成
るが 、
第一
部に
お
い
て 、

「
文
章の
文
体」
と
「
作
品の
文
体」
と
を
区
別
し 、
「
文
章の
文
体は
外
部

構
造
的 、
形
式
的な
文
体で
あ
るの
に
対し 、
作
品の
文
体は
内
部
構
造
的 、

創
造
的
な
文
体で
あ
る」
と
述べ
て
い
る 。
ま
た 、
「
文
体
語
紫」
(
内
部
構
造

を
支
え
て
い
る
重
姿
な
語
句)
が 、
外
部
構
造と
内
部
構
造
との
接
点と
な
る

と
し
て
い
る 。

二
万 、
語
学
的
文
体
論
を
論
じ
た
もの
に 、
堀
井
令
以
知
氏の
「
言
語
学
的

文
体
論の
方
法」
(『
愛
知
大
学文
学
論
叢』
第
四
五
輯 、
昭
四
五
・

三
乙
が

あ
る 。
「
文
学
的
文
体
論に
た
い
し
て
言
語
学
的
文
体
論
は 、
あ
く
ま
で
言語

事
実
を
研
究の
出
発
点に
す
る 。
言
語
事
実の
調
査
に
基づ
い
て
文
体
を
論
じ

る
と
こ
ろに
特
色
が
あ
る 。」
と
し 、

言
語
学
的
文
体
論
を
「
表
現の
文
体
論」
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~
言
語
の
感
情
的
手
段
の
研
究)
と
「
偲
人
の
文
体
論」
(
言
語
の
特
色
を
出

発
点
と
す
る 、
個
人
の
文
体
的
偏
差の
研
究)
の
二
分
野に
分
け
る 。
後
者に

属
す
る
考
察
と
し
て 、
『
御
湯
殿の
上の
日
記』
を
と
り
あ
げ 、
公
的
記
録
と

し
て
定
裂
化
し
た
表
現
形
式
と 、
女
房の
感
情
を
記
し
た
筆づ
か
い
を
指
摘
し

て
い
る 。

寿
岳
章
子
氏
は 、
「
語
集と
文
体」
(『文
学・
語
学』
第
五
七
号 、
昭
四
五・

九)
に
お
い
て 、
文
休
と
語
設の
か
か
わ
り
あ
い
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る 。
両

者
を
関
係づ
け
る
もの
と
し
て 、
基
礎
語
紫
(一品
使
用
率
語
群)
の
う
ち
の

「
テ
1
7
語」
(
そ
の
言
語
資
料
の
内
容
に
よ
っ
て
流
動
的
に
あ
ら
わ
れ
る
語)、

と
くに
そ
の
う
ちの
形
容
詞
を
重
ん
じ
る 。
「
テ
!? 、

そ
れ
を
表
現
す
るこ

と
ば 、
そ
ん
な
もの
の
か
ら
み
あ
い
の
上
に 、
語
集
文
体
論
はつ
く
ら
れ
て
ゆ

くで
あ
ろ
う 。」
と
述べ
て
い
る 。
ま
た 、
音
象
徴
語
(
擬
声
語・
擬
態
語
の

類)
の
使い
か
た
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る 。

文
体と
語
日米・
語
法と
の
関
係に
つ
い
て
は 、
『月刊
文
法』
(昭
四
五
年一

月
号)
の
文
体
論
特
集に 、
い
ろ
い
ろ
な
面
か
らの
考
察が
見
ら
れ
る 。
「垣間

会
と
文
体」
と
い
うと
と
で 、
森
鴎
外に
つ
い
て
小
野
基
氏
が 、
谷
崎
潤一
郎

に
つ
い
て
進
藤
咲
子
氏
が 、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆し
て
い
る 。
ま
た 、
「
語
法と
文

体」
と
い
う乙
と
で 、
『
源
氏
物
語』
に
つ
い
て
橘
誠
氏
が 、
『
枕
草
子』
に
つ

い
て
関一
雄
氏
が 、
『
万
葉
集』
に
つ
い
て
山
崎
磐
氏
が 、
『
古
今
集』
に
つ
い

て
長
谷川
清
喜
氏
が 、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆し
て
い
る 。
さ
ら
に 、
「
文
体に
お
け

る口問
詞の
役
割」
と
い
う乙
と
で 、
「
名
詞・
代
名
詞」
を
曽
田
文
雄
氏
が 、

「
連
休
詞」
を
中
川
芳
雄
氏
が 、
「
動
詞」
を
高
橋
太
郎
氏が 、
「
形
容
詞」
を

浅
見
徹
氏
が 、
「
助
動
詞」
を
山口
明
穏
氏
が 、
「
助
詞」
を
中
川
浩
文
氏
が 、

そ
れ
ぞ
れ
分
担
執
筆
し
て
い
る 。

浅
野
信
氏
「
日
本
文
法
文
休
論
序
説」(『
国
学
院
雑
誌』
昭
四
五
年
五
月
号)

で
は 、
日
本
文
法に
お
け
る
文
体
(言
語
表
現に
お
け
る
個の
様
相)
をつ
く

る
もの
と
し
て 、
「
文
体
的
単
位
語」
「
文
体
的
活
用
形」
「
文
体
的
助
詞」
「
文

体
的
助
動
詞」
「
文
体
的
敬
譲
語」
「
文の
文
体
上の
種
類」
を
あ
げて
い
る 。

また 、
同
氏「
日
本
文
法
文
体
をつ
く
る
『
助
詞』」
(『
国
学
院
雑
誌』
昭
四
六

年二
月
号)
で
は 、
「
終
助
詞の
つ
く
る
文
体
上
の
文」
に
つ
い
て
述べ
て

い
る 。

78 

と
こ
ろで 、
中
村
明
氏に
「
文
体
印
象
の
分
析」
(『月刊文
法』
昭
四五
年

二
月
号)
が
あ
る 。
十
数
名の
被
調
査
者に 、
詩二一編
を
読
ま
せ 、
そ
の
印
象

を
記
述
さ
せ
た
もの
に
も
と
づ
い
て 、
①
どの
よ
うな
着
眼
点や
記
述
形
式が

あ
り
うる
か 、
②
そ
れ
ら
は 、
どの
程
度の
安
定
性・
確
定
性 、
客
観
性が
あ

る
も
の
な
の
か 、
と
い
う
観
点か
ら
分
析
考
察し
て
い
る 。
そ
し
て 、
扱っ
た

詩二
編の
文
体
印
象
を 、
主
と
し
て
着
眼
点の
違
い
に
よっ
て 、
①
作
品の
表

現
法に
関
す
る
印
象 、
②
作
品の
概
念
内
容に
関
す
る
印
象 、
①
作
品の
雰
囲

気に
関す
る
印
象 、
④
連
想・
象
徴 、
に
大
き
く

分
け
た
う
え
で 、
さ
ら
に
細

か
く

分
類
整
理
し
て 、
表と
し
て
示し
て
い
る 。

安
本
世一式
典
氏に 、
「
文
学
的
文
体
論の
効
用
と
限
界」
(『月刊文
法』
昭
凶
五

年一
月
号)
が
あ
るが 、
と
と
で
い
う
「
文
学
的
文
体
論」
と
は 、
上
述し
た

もの
と
は
異な
り 、
作
家の
手に
な
る
文
体
論
を
典
型
と
す
る
もの
で 、
そ
の

効
用
は 、
す
ぐ
れ
た
仮
説を
提
供
す
る
と
ζ
ろに
あ
ると
す
る 。
安
本
氏
は 、

「
多
くの

作
家に
お
い
て 、
青
年の
と
きと 、
老
年の
と
き
と
で
は 、
あ
るい

は 、
文
体
が 、
多
少
異な
るの
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か 。」
と
す
る
仮
説
を
実

証
し
よ
うと
し
て 、
現
代の一
O
O
人の
作
家の
作
品一
O
O
編
を
と
り
あ
げ

て 、
年
齢と
文
体と
の
関
連
を
考
察し
て
い
る 。
そ
の
結
果 、
「
直
輸」
「
声

除」
「
色
彩
語」
「
漢
字」
「
過
去
止」
の
使
用
度
に
つ
い
て 、
作
者の
年
齢

と 、
偶
然と
は
い
え
な
い
相
関が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る 。



安
本
美
典
氏
「
接
続
助
詞
『
が』
の
文
章
心
理
学」
(『月刊文
法』
昭
四
五

年
九
月
号)
は 、
新
聞・
週
刊
誌・
論
文・
戯
曲・
童
話・
小
説の
文
章に
つ

い
て 、
接
続
助
詞
「が」
の
使
用
度を
調
査
し
た
もの 。
週
刊
誌や
論
文に
多

出
す
ると
と
に
つ
い
て
の
理
由な
ど
を
述べ
て
い
る 。

【表現】
松
永
信一
氏『一言
語
表
現の
理
論』
(
昭
四
六・
八 、
桜
楓
社)
は 、
氏の

表
現
学の
立
場
か
ら 、
文
章
表
現の
基
本
構
造
を
考
察し
た
もの 。「
第
I

部

理
論
篇

il表現解析をすすめ
る基礎におか
れてい
る理論
lh」

「
第E
部
解
析
篇

'l表現の
解析とそ
れによっ
て
明らかにされた法則
ll」

と
に
分
か
れ
る 。

宮
地
裕
氏
『
現
代
表
現
考』
(
昭
四
六
・一

二 、
共
文
社)
は 、「
言
語
を
駆
使

す
る
と
と
に
よっ
て
生
み
だ
さ
れ
る
個
別
的
創
造
的
所
産」
と
し
て
の「
表
現」

に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
た
もの 。
「
話
し
こ
と
ば
と
書
きと
と
ば」
「
話
し
ζ

と
ばの
表
現」
「
敬
語の
混
乱」
「
職
業と
乙
と
ば」
「
対
話の
裂
と
怠
義」
「
対

談の
個性
|『問答有用』と『やア乙んにちは』
l」「文章の
個性
|大岡昇平『野

火』
を中心に
|l」

「
文の
切
りつ
な
ぎ
と
文
章
の
わ
か
り
や
す
さ」
な
ど
を

含
む。

休

様
島
忠
夫
氏
『
情
報・
文
章・
シ
ス
テム
|l ，書く'

とはどんな行動か
|l』(

昭

四
五
・一 、

毎
日
新
聞
社)
は 、
文
章
を
書
く
と
い
う
行
動
は
ど
うい
う
怠
味

を
持っ
か 、
そ
れ
は
情
報の
処
理
や
思
考
法
と
ど
の
よ
うに
関
係
す
る
か
な
ど

に
つ
い
て 、
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
もの
で
あ
る 。

『
表
現
研
究』
(表
現
学
会)
の
第一
四
号
(
間
四
六・
九)
は 、
「
視
点
論」

を
特
集
し 、
塚
原
鉄
雄
氏
「
二
元
的
視
点
と
構
文
的
統
合」 、
森
本
正一
氏「
視

点の
メ
カニ
ッ

ク」 、
田
中
塗一
氏
「
視
点の
組
み
合
わ
せ」 、
今
井
文
男
氏

「
表
現
に
お
け
る
視
点の
問
題」 、
機
島
忠
夫
氏
「
文
章
表
現κ
『
視
点』
は

存
在
す
る
か」
を
載せ
て
い
る 。
「
視
点」
の
概
念
は
多
様
で 、
そ
れ
ぞ
れ
の

立 ・ 文文

立
場に
立つ
視
点
論が
見
ら
れ
る 。
塚
原
氏は 、
「
言
語の
表
現主
体が 、
対

象
素
材
を 、
言
語の
表
現
対
象
と
し
て
規
定
す
る
拠
点」
を
視
点と
呼
ん
で 、
構

文
論
と
し
て
の
視
点
論
を
展
開し
て
い
る 。
今
井
氏の
論
は 、
す
で
に
そ
の
著

『
表
現
学
仮
説』
(
昭
三
六・
二)
に
見
ら
れ
る
が 、
視
点
を
「
原
視
点」
(主

体
の
自
の
位
置)
と
「
配
賦
視
点」
(主
体の
分
身の
自
の
位
位)
と
に
区
別

し
た
う
え
で 、
「
原
視
点は
幾つ
もの
配
賦
視
点
を
前
面に
出
し
て 、
そ
の
背

後で
見
守
る
と
い
う乙
と」
が
表
現
行
為の
常
道で
あ
る
と
し 、
文
脈
と
は
配

賦
視
点の
行
動し
た
跡で
あ
る
と
説い
て
い
る 。
棒
島
氏は 、
「
叙
述
者(
筆
者

注 、
香
き
手と
は
区
別
さ
れ
る)
が 、
ど
の
よ
う
な
人
で 、
い
つ 、
ど
こ
に
あ

る
か
を
定
め
るζ
と
が
H

視
点d
を
定
め
るこ
と
だ 。」
とし 、
さ
らに 、
「
あ

る
限
定
さ
れ
た
叙
述
者
を
設
け
ると
と
が
グ

視
点d
を
設
け
る乙
と
で
あ
る 。

と
述べ
て
い
る 。
氏の
立
場
は 、
す
で
に
『
文
体の
科
学』
(昭
四
0・
六)

な
ど
で
「
叙
述の
目」
と
し
て
説
か
れ
て
い
る 。

ジ
ャ
ン
ル
別の
表
現
研
究
と
し
て
は 、
小
国
迫
夫
氏
「
論
説
文の
表
現
法
研

究の一
視点
l|論理的表現と説得的表現とのかかわりかたについて
|・」
(大阪教

育
大
学
閑
語
教
育
学
会
『
国
語と
教
育』
第
五
号 、
昭
四
六・
士
乙
が
あ

る 。
論
説
文の
表
現
法
を 、
「
説
得
的
心
情
表
現
形
式」
と
「
論
理
的
表
現
性」

との
か
か
わ
り
あ
い
と
い
う
視
点
か
ら
考
察し
よ
う
と
し
て 、
亀
井
勝一
郎の

文
章
を
分
析し 、
前
者
が
後
者の
形
成
を
は
ば
ん
で
い
る
場
合の
多い乙
と
を

指
摘し
て
い
る 。

三
樹
精士口
氏
「
客
観
的
報
道
と
そ
の
表
現
に
つ
い
て

|l体験的な新出文章誌

論
||」

(『東
京
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要』
第一
九
号 、
昭
四
五・
三)
は 、

客
観
的
報
道
文
と
い
わ
れ
る
新
聞
文
章の
形
成
過
程
を
述べ 、
さ
らに 、
そ
の

文
章
構
造の一
部
を
構
成し
て
い
る
新
聞
慣
用
語
句
九
O
種
を
選
び
出
し
て 、

そ
の
傾
向
や
問
題
点
を
述べ
た
もの
で
あ
る 。
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中
野
洋
氏
「
オ
ノ7
トペ

の
イ
メ
ージ」

(『
言
語
生
活』
昭
四
五
年一
O
月

号)
は 、
オ
ノマ
トペ

の
イ
メ
ージ

を 、
連
想
法 、
S
D
法で
調べ
た
もの 。

オ
ノマ
トペ

の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
るの
は 、
そ
の
語の
あ
ら
わ
す
意
味
内
容

で
あ
り 、
さ
らに 、
そ
の
音
構
成
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る 。中

村
明
氏
「
比
織と
は
何
か」
(『
言
語
生
活』
昭
四
六
年
二
月
号)
は 、
比

喰の
目
的・
方
法・
手
段・
条
件・
分
類に
わ
たっ
て
考
察し
た
もの
で
あ
る 。

2
個
別
的
研
究

『
古
事
記』
『日
本
警
記』
『
祝
詞』
の
文
章
を
広
く

考
察し
て
い
るもの
に 、

西
宮一
民
氏
『
日
本
上
代の
文
章
と
表
記』
(悶
四
五・
二 、
風
間
書
房)
が

あ
る 。
「
I

部
文
章の
研
究」
「E
部
表
記の
研
究」
か
ら
成
るが 、
I

部

は
さ
らに 、
「
第一
章
文
章の
述
作」
「
第二
掌
文
章の
受
容」
に
分
か
れ

る 。
前
者
は 、
「
そ
の
作
品
を
生み
出し
た
者の
側に
立っ
て 、
そ
れ
が
如
何

な
る
意
図に
よ
り 、
如
何に
叙
述
し
よ
う
と
し
た
もの
で
あ
る
か
と
い
ふ
乙
と

を
探
求
す
る」
もの
で 、
文
章の
成
立
過
程に
関
す
る
研
究で
あ
り 、
ま
た 、

後
者
は 、
「
そ
の
作
品
を
享
受
す
る
者の
側に
立っ
て 、
そ
れ
が
如
何に
読
ま

れ
理
解
すべ
き
もの
で
あ
る
か
と
い
ふ
と
と
を
考
察
す
る」
もの
で 、
文
章の

訓
読に
関
す
る
研
究
で
あ
る 。

塚
原
鉄
雄
氏
『
王
朝の
文
学
と
方
法』
(昭
四
六・
一 、
風
閥
抗官
房)
は 、

中
古の
仮
名
文
学を
対
象と
し
て 、
そ
の
作
品
形
象の
方
法
を 、
国
語
学の
立

場
か
ら
究
明し
よ
う
と
す
る
も
の 。
「
国
語
現
象
を
基
礎
づ
け
る
国
語
主
体と

国
語
主
体
を
規
定
す
る
歴
史
環
境との 、
相
関
関
係で
認
識
さ
れ
る
国
語
表
現

を 、
理
解し
よ
う
と
す
るの
で
あ
る
己
と
述べ
て
い
る 。
「
序
説」
「
冒
頭
表

現
と
史
的
展
開」
「
物
語
文
学の
素
材
人
物」
「
大
鏡
形
象
の
虚
構
設
定」
「
竹

取
物
語
と
竹
取
説
話」
「王
朝
官
僚
紀
賞
之
序
説」
「
伊
勢
物
語の
東
国
主
段」

「
錆
蛤
日
記
と
物
語
超
克」
「
清
少
納
言
と
言
語
意
識」
「
紀
行
文
学
の
成
立
基

盤」
な
ど
か
ら
成
る 。

右の
う
ち 、
「
伊
勢
物
語の
東
国
章
段」
は 、
「
東
国
章
段」
(
第
七
段
|

第

一
五
段)
内
部の
構
成・
展
開を
論
じ
た
もの
で
あ
る
が 、
塚
原
氏に
は 、
他

に
も 、
『
伊
勢
物
語』
の
章
段
構
成
を
論
じ
た
も
の
が
い
くつ
か
見ら
れ
る 。

同
氏「
章
段
構
成と
形
象抜
法
ll伊勢物路の直情
華民
|l」(『

王朝』
第二
冊 、

昭
四
五・
四)
で
は 、
「
直
情
章
段」
(
第一
段
|

第一
六
段)
を
と
り
あ
げて

おり、
また、
同氏「映像喚起の
章段構成
|l伊勢物語の風流章段
|l」(大

阪
市
立
大
学
『人
文
研
究』
二一
11六 、

昭
四
五・
三)
で
は 、
「
風
流
掌
段」

(
第一
七
段
|

第二
O
段)
内の
対
照
的
構
成に
つ
い
て
論
じ
て
い
る 。
『
伊
勢

物
語』
全
体の
構
成に
も
言
及
し 、

第一
段
|

第二
O
段
を
「
提
起
章
段」 、

第二一
段
|

第一
二
三
段の
「
展
開
章
段」 、
の
こ
りの
二
段
を
「
終
末
章
段」

と
呼
び 、
「
直
情
章
段」
と
「
風
流
章
段」
と
が
「
提
起
章
段」
と
し
て
統
合

さ
れ
る
と
し
て
い
る 。

同
類の
考
察と
し
て 、
秋
本
守
英
氏
「
勢
語
惟
喬
章
段の
構
成

ーーその文章

論的考察
||」(京都工芸繊維大学工芸学部研究報告『人文』
第一
九号、

昭
四
六・
二)
が
あ
る 。
『
伊
勢
物誌
巴
第
八二
段
l

八
五
段に
関し
て 、
そ

の
章
段
内
部の
構
成・
展
開を
論
じ
た
もの
で
あ
る 。

『
枕
草
子』
に
つ
い
て
は 、
『月刊
文
法』
昭
四
六
年二
月
号で
特
集し
て
お

り 、
塚
原
鉄
雄
氏
「『
枕
草
子』
の
論
理
と
文
章」 、
北
条
忠
雄
氏
「『
枕
草

子』
の
文体
|特にその機智性と征個性について
|」、
東辻保和氏
「『枕草

子』
の
語
集
か
ら
見た
感
情
表
現」
そ
の
他
を
載せ
て
い
る 。
根
来
司
氏
「
平

安
女
流
文
学の
中の
『
枕
草
子』
の
文
章」
(
同
誌
同
号)
で
は 、
『
枕
草
子』

に
お
い
て 、
形
容
詞の
連
用
形が 、
「い
み
じ
う」
「
あ
さ
まし
う」
「あ
や
し
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体

う」
な
ど
の
形
で 、
連
用
修
飾
語
と
な
る
場
合
を
と
り
あ
げ 、
そ
の
用
法
に 、

「
ず
い
ぶ
ん
と
感
情の
ゆ
ら
ぎ
が
見
え
る
と
と 、
そ
し
て
そ
の
感
情の
ゆ
ら

ぎ
と
ウ
音
便がマ
ッ

チ
し
て
そ
ζ
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
と
と」
を
指
摘
し
て

い
る 。つ

ぎ
に 、
渡
辺
実
氏
は
「
紫
式
部の
文
章」
(学燈
社
『
国

文
学』
昭
四
五
年

五
月
号)
で 、
『
紫
式
部
日
記』
の
文
章
を
文
体
論
的
に
分
析
し
て
い
る 。
「
紫

式
部
の
文
章
に
お
い
て
は 、
一
つ
の
事
実
が
述
語
に
よ
っ

て
描
き
了
え
ら
れ
よ

う
と
す
る
そ
の
所
で 、
連
用
関
係
化 、
連
体
関
係
化
が
行
な
わ
れ 、
そ
の一
つ

の
事
実
は
よ
り
大
き
な
事
実
の
描
写の一
項
目
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で

あ
る」 。
と
述べ 、
清
少
納
言
の
文
章
で
は 、一
つ
の
叙
述
が
他の
叙
述
と
同
次

元
に
並
ぶ
の
に
対
し
て 、
紫
式
部
の
文
章
で
は 、
一
つ
の
叙
述
が
次
元
の
異
な

る
他の
叙
述へ
と
膨
張
す
る
点
を
指
摘
し
て
い
る 。
そ
し
て 、
紫
式
部
は 、
客

観
を一
層
高
次の
認
識
か
ら
解
釈
し
つ
つ
書
く
と
と
を
好
ん
だ
よ
う
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る 。

足
立
慶
子
氏
「
源
氏
物
語
の
会
話
表
現

||引用の
形式と実態」
(『
王
朝』
第

二
冊 、
昭
四
五・
四)
で
は 、
源
氏
物
語
の
会
話
表
現
が
地
の
表
現の
成
分
に

な
る
乙
と
に
よ
っ

て
構
成
関
係
が
成
立
し
て
い
る
点
を
と
り
あ
げ
て
い
る 。

根
来
司
氏
「
美
意
識
と
文
体」
(学燈
社
『
国

文
学』
昭
四
五
年
五
月
号)
は 、

『
源
氏
物
語』
に
多
用
さ
れ
て
い
る
「
心
細
し」
に
注
目
し 、
ζ
の
作
品
の
文

体
が
「『
心
細
し』
と
い
う
慎
し
み
あ
る
秘
め
や
か
な
美
意
識
に
支
え
ら
れ」

て
い
る
点
を
指
摘
す
る 。

根
来
氏
に
は
別
に 、
「
中
古
文
研
究
の
方
法」
(『月刊文
法』
昭
四
五
年一
月

号)
が
あ
る 。
中
古
人
が
情
意
性
形
容
詞
の
終
止
形
で
文
を
と
め
て
い
る
相場
合

を
考
察
し
て
い
る 。
そ
れ
は
感
情
を
な
ま
の
ま
ま
停
滞
な
く
表
出
し
て
い
る
の

で
は
な
く 、
う
ち
に
「
お
ぽ
ゆ」
の
気
持
ち
を
含
ん
で 、
静
か
に
つ
つ
ま
し
く

主主・文文

文
を
と
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
説
く 。

女
流
文
学
作
品
の
形
容
詞
類
に
着
目
し
た
研
究
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る 。
徳

嵩芳夫氏
「婚姶日記作者の心理
||形容詞に見る心理移行
||」
(『国学院

雑
誌』
昭
四
六
年一
二
月
号)
は 、
巻
中の
形
容
詞
の
量
的
質
的
変
化
を
基
に

し
て 、
作
者
道
網
母
の
心
理
の
移
行
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
も
の 。

大
矢
は
る
恵
氏
「
道
網
母
の
心
情
に
関
す
る一
試
論

t|形容詞・
形容動詞の考

察から
||」

(『
国

文』
第
三
六
号 、
昭
四
六・
一
二)
で
は 、
『
崎
始
日
記』
に

見
ら
れ
る 、
使
用
率
の
高
い
形
容
詞・
形
容
動
詞
を
と
り
あ
げ 、
「
あ
や
し」

「
あ
さ
ま
し」
な
ど 、
い
く
つ
か
の
語
に
つ
い
て 、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る

場
面
ゃ 、
作
者
の
心
理
に
つ
い
て
見
な
が
ら 、
道
綱
母
の
心
情の
振
幅
を
考
察

し
て
い
る 。

田
中
堂一
氏
「
和
泉
式
部
日
記
の
心
情
表
現
を
め
ぐっ
て
||文体観察の一

視

点
||」

(『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要』
第
四
巻 、
昭
四
五・
一
二)
で
は 、

心
情
表
現
と
し
て
の
形
容
詞・
形
容
動
詞
な
ど
の
考
察
に
も
と
づ
い
て 、
『
和

泉
式
部
日
記』
の
文
体
に 、
日
記
よ
り
は
歌
物
語
に
近
い
函
の
あ
る
と
と
を
指

摘
し
て
い
る 。

『
今
昔
物
語
集』
に
つ
い
て
は 、
山
口
仲
美
氏
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
に
つ

い
て

||臨喰表現の
分析から
||」

(
I)・
(
E)
(『
国
語
と
国

文
学』
昭
四
五
年

一
一
月
号・
一
二
月
号)
が
あ
る 。
『
今
昔
物
語
集』
の
文
体
の
真
相
は 、
「
出

典
の
文
体
を
う
けつ
い
で
形
成
さ
れ
て
い
る
文
体
の
層」
と
「
撰
者
の
付
加
し

た
文
体
の
層」
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
文
体
層
の
交
錯
し
た
所
に
存
す
る
と
し

て 、
後
者
に
見
ら
れ
る 、
類
型
的・
固
定
的・
単
純
な
直
輸
の
特
質
を
解
明
し

て
い
る 。
さ
ら
に 、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て 、
援
者
の
発
想
法・
人
間
像
に
言
及

し
て
い
る。

寒
河
江
実
氏
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「
今
昔
物
語
集
の
文
体

l1変体談文の
影響を受けた鋭結につ
い



て
||」

(『
語
文』
第
三
三
瞬 、
昭
四
五・
五)
は 、
『
今
昔
物
語
集』
に
お
け

る
変
体
漢
文
的 一
要
素
の
存
在の
状
態
を
追
求
し
よ
う
と
し
て 、
変
体
漢
文
の
特

有
語
と
し
て一
二
語
を
選
び 、
そ
れ
ら
が
各
説
話
に
ど
の
よ
う
に
共
存
し
て
い

る
か
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る 。

中
世・
近
世の
作
品
を
対
象
と
し
た
研
究
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
かっ
た 。
田

辺
爵
氏
「
擬
古
文
と
し
て
の
『
従
然
草』
の
文
体」
(『月刊
文
法』
昭
四
五
年

八
月
号)
が
あ
る
ほ
か 、
『
国
語
と
国
文
学』
(
昭
四
六
年一
O
月
号)
が 、
「
近

世
小
説

l1方法と表現技巧
|l」

を
特
集
し
て
い
る 。

近
代
文
学
作
品
を
対
象
と
し
た
も
の
に
つ
い
て 、
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
よ

う。
森
下
金
二
郎
氏
「
藤
村
文
学
の
文
章
研
究
口
l|
品
詞
分
析よ
り
見た
花袋・
秋

声との
比
較
ll」

(『
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集』
三
七 、
昭
四
六・
三)

は 、
『
文
体
の
科
学』(前出)
に
準
拠
し
て 、
藤
村
の
九
作
品
(
各
二
O
段)
の

口問
詞・
M
V
R・
文
末
に
つ
い
て
調
査
し 、

花
袋・
秋
声
と
比
較
し
な
が
ら 、

藤
村
の
文
章
特
性の一
面
を
考
察
し
た
も
の 。

杉
山
康
彦
氏
「
志
賀
直
哉
に
お
け
る
思
想
と
文
体
||『或る籾』
から『暗夜行路』

へ
||」

(『
文
学』
昭
四
五
年
五
月
号)
で
は 、
志
賀
文
学の
骨
格
の
た
し
か

さ
を
「
文
章
の
構
造
と
し
て
さ
ら
に
具
体
的
に
追
求
し 、
そ
れ
を
通
し
て
志
賀

文
学
の
全
体
像
に
迫
り
た
い
と
思
う 。」
と
述べ 、
た
と
え
ば
『
械
の
崎
に
て』

に
つ
い
て 、
文
末
表
現
な
ど
に
見
ら
れ
る 、
表
現の
時
点
の
交
錯 、
文
表
現の

内
容
(
外
界
の
描
写
と
主
人
公
の
主
観
の
表
現)
の
交
替
な
ど
に
着
目
し
て 、

ζ
の
作
品
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る 。

由
良
君
美
氏
「
虚
構
と
様
式
言
語

|1横光利一
の
場合
||」(

上)・
(
中)(『

文

学』
昭
四
六
年
四
月
号・
六
月
号)
は 、
「
文
学
を
〈
虚
構
V
と
し
て
自
覚
し 、

そ
の
自
覚
を
言
語
に
よ
っ

て
構
造
化
す
る
た
め
の 、
あ
た
ら
し
い
〈
様
式
言

語
V
の
確
立
を
目
ざ
し
た」
い
わ
ゆ
る
新
感
覚
派の
文
学の
う
ち 、
横
光
利一

の
『
花
園
の
思
想』
を
と
り
あ
げ 、
初
期の
横
光
が 、
虚
構
と
様
式
言
語
の
構

築
に 、
い
か
に
成
功
す
る
と
と
が
で
き
た
か
を
論
究
し
て
い
る 。

原
子
朗
氏
「
三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
『
文
体』

ーーその
霊日と 、
付防的ない
く

つ
かの
間題
||」

(『
文
体
論
研
究』
第一
六
号 、
昭
四
五・
一
O)
で
は 、
三

島
は 、
現
代
ま
れ
な
文
章
家
で
あ
り 、
す
ぐ
れ
た
「
修
辞
家」
で
あ
る
が 、
ま

だ
す
ぐ
れ
た
「
文
体
の
所
有
者」
と
は
言
え
な
い 、
と
論
じ
て
い
る 。
乙
ζ
で

い
う
「
文
体」
と
は 、
個
性
的
表
現
な
ど
と
い
う
次
元
を
超
越
し
た 、
もっ
と

自
在
な
境
地
を 、
表
現
が
獲
復
し
え
た
と
き
に
見
ら
れ
る
絶
対
的
価
値 、
と
い

う
よ
う
な
も
の
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
が 、
氏の
文
体
に
つ
い
て
の
考
え
方
は 、

同
氏
「
自
分
に
適
し
た
文
体
の
発
見」
(『
文
章
の
技
法』
第
四
巻
『
書
く
と
と

の
基
本』 、
昭
四
五・
三)
に
示
さ
れ
て
い
る 。

そ
の
ほ
か 、
学
燈
社
『
国
文
学』
(
昭
四
六
年
八
月
号)
は 、
「
文
学
創
造

と吾=一
戸語」
を
特
集
し
て
お
り 、
そ
の
中
に
「
創
造
主
体
と
言
語」
の
問
題
と
し

て 、
二
葉
亭
四
迷
に
つ
い
て
西
尾
幹
二
氏
が 、
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て
磯
貝
英

夫
氏
が 、
太
宰
治
に
つ
い
て
桶
谷
秀
昭
氏
が 、
そ
れ
ぞ
れ
文
体
的
問
題
を
論
じ

て
い
る 。
ま
た 、
高
橋
英
夫
氏
「
大
江
腕時
三
郎
に
お
け
る
文
体
の
特
質」
(『
解

釈
と
鐙
賞』
昭
四
六
年
七
月
号)
も
あ
る 。
な
お 、
吉
田
金
彦
氏
『
現
代
語
助

動
詞
の
史
的
研
究』
(
昭
四
六・
四 、
明
治
容
院)
は 、
助
動
詞
に
関
し
て 、

近
代
文
学
作
品
を
対
象
と
し
た
分
析
を
行
な
い 、
語
の
表
現
効
果
に
も
言
及
す

る
な
ど 、
文
体
論
的
考
察
を
随
所
に
含
ん
で
い
る 。
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3
史的研究

小
谷
博
泰
氏
に 、
出回一
命
体
の
文
体
史
的
研
究
が
見
ら
れ
る 。
同
氏
「
宣
命
体

の
成
立
過
程
に
つ
い
て

|1藤原宮跡出土木簡をめぐっ
て
||」(『

国
語
と
国
文
学』

昭
四
六
年一
月
号)
は 、
宣
命
大
書
体
の
成
立
を
経
て 、
宣
命
小
書
体
に
至
る



体

過
程
を
論
じ
た
も
の。
同
氏
「『
続
日
本
紀』
宣
命
の
文
章
と
語
法」
(『月刊
文

法』
昭
四
六
年
三
月
号)
で
は 、
省一
命
に
お
け
る
和
文
調・
漢
文
訓
読
調
の
混

浴
を
中
心
に
考
察
し 、

官一
命が 、
広
い
意
味の
和
漢
混
清
文K
含
ま
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り 、
さ
ら
に
は 、
後
の
中
世
和
漢
混
清
文
の
遠
い
源
流
と
も
み
な
す

べ
き
も
の
で
あ
る
乙
と
な
ど
を
述べ
て
い
る。
同
氏
「
宣
命
の
文
体
と
上
代
に

お
け
る
漢
籍
の
訓
読」
(『
文
学・
語
学』
第
六一
号 、
昭
四
六
・

九)
は 、
官一

命
と
詔
勅の
関
係 、
そ
の
類
似
点
お
よ
び
相
違
点
に
つ
い
て
述べ
た
も
の。
官一

命
の
文
体
が 、
詔
勅
に
負
う
と
乙
ろ
が
多
い
点
を
指
摘
し
て
い
る。

山
口
仲
美
氏
「
平
安
時
代の
象
徴
詞
I1性格とその

変遷過程
||」

(『
共
立
女

子
大
学
短
期
大
学
部
文
科
紀
要』
第
一

四
号 、
昭
四
六・
ニ
で
は、
平
安
時

代
の
和
文
資
料
を
と
り
あ
げ 、
象
徴
詞
(
擬
昔
話・
擬
態
語)
の
性
格
に
つ
い

て
検
討
し
た
う
え
で 、
上
代
の
象
徴
詞
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て 、
平
安
時

代
の
象
徴
詞
の
特
質
を
明
ら
か
に
し 、
そ
の
変
遷
の
過
程
を
考
察
し
て
い
る 。

遠
藤
好
英
氏
「
連
体
詞
『
さ
せ
る』『
さ
し
た
る』
を
め
ぐ
る
文
章
史
的
考
察

ll中古・
中
世を
中心に
||」
(『
宮
城
高
専
研
究
紀
要』
第
六
号、
昭
四
五
・
三)

は 、
平
安
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
過
程
で 、
「
さ
せ
る」
か
ら
「
さ
し
た
る」

(「
さ
し
た」)
へ
と
い
う
通
時
的
交
替
現
象
が
見
ら
れ
る
乙
と 、
ま
た 、
「
さ
せ

る」
は
記
録
体
的
文
章
の
鍵
言
葉
の
意
味
を
持
ち 、
「
さ
し
た
る」
は
和
文

的
漢
字
か
な
交
り
文
を
代
表
す
る
意
味
を
持つ
と
考
え
ら
れ
る
と
述べ
て
い

る。
同
氏
「
助
動
詞
『
り』
の
文
章
史
的
研
究」
(『
宮
城
高
専
研
究
紀
要』
第

七
号 、
昭
四
六・
三)
は 、
主
と
し
て 、
助
動
詞
の
文
法
史
的
考
察
と
文
章
史

的
考
察
と
の
相
違
と
関
連
に
つ
い
て
述べ
た
も
の 。

深
井一
郎
氏
「
会
話
文
体
の
変
移
(
そ
の
こ
と
(『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀

要』
第二
O
号、
昭
四
六・
一
二)
で
は 、
混
清
文
脈
(戦
記
物・
仏
教
説
話

集)
に
お
け
る
会
話
引
用
形
式
に
つ
い
て
述べ 、
さ
ら
に 、
会
話の
み
で
文
章

章 ・ 文文

が
構
成
さ
れ
て
い
る
狂
言
台
本
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る 。

橘
堂
氏
「
初
学
文
章
系
書
簡
作
法
蓄
に
つ
い
て」
(『
古
典
と
現
代』
第
三
四

号 、
昭
四
六・
五)
で
は 、
初
学
文
章
系
の
諸
本
の
内
容
を
比
較
し
た
う
え

で 、
初
学
文
章
系
の
諸
書の
特
質
を
考
察
し 、

書
簡
作
法
書の
中
に
お
け
る
意

義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。
橘
氏
に
は
別
に 、
「
仮
名
書
状
の
作
法
|占消息文

例』
をめぐ勺て
|1」
(『古
典
と

現
代』
第
三
二
号 、
昭
四
五・
五)、
「
平
家
物

語
に
現
れ
る
文
書
に
つ
い
て

11院政期の言語生活
|l」

(『
古
典
と
現
代』
第
三

五
号 、
昭
四
六
・一

O)
が
あ
る。

書
簡
そ
の
も
の
の
史
的
考
察
に
つ
い
て
は 、
真
下
三
郎
氏
「
日
本
書
翰
文
体

史
H

t|番目俄・
月儀
ll」

(『
甲
南
国
文』
第一
八
号 、
昭
四
六
・

二)
が
あ
る 。

近
代
文
体
史
の
研
究
と
し
て 、
山
本
正
秀
氏
『
言
文一
致
の
歴
史
論
考』(
昭

四
六
・

四 、
桜
楓
社)
が
あ
る。
以
下
の
二
三
章
か
ら
成
る。
「
近
代
文
学
の

文
体
の
変
遷」
「
言
文一
致
の
変
遷」
「
言
文一
致
の
歴
史
と
特
色」
(
以
上
三

容
は

、

言
文
一

致
運
動
の

時
期
区
分
と
雪一回
文
一

致
を
中
心
と
し
た
近
代
文

体
の

歴
史
の
概
観 0)
「
前
島
密
の
漢
字
廃
止
建
白
と
言
文一
致
活
動」
「『
漢
字
御
廃

止
之
議』
の
『
議』
に
つ
い
て」「
西
周
の
国
語
改
革
運
動」「
自
由
民
権
思
想
家

と
言
文一
致
運
動」
「
言
文一
致
体
小
説
の
創
始
者
に
就
い
て」
「
明
治
二
三
年

の
鴎
外
・

美
妙
・

直
文
の
文
章
論」
「
言
文一
致
と
尾
崎
紅
葉」
「『
紅
葉
山
人

の
文
章
談』
に
つ
い
て」
「
島
村
抱
月
の
言
文一
致
活
動」
「
幸
徳
秋
水の
言
文

一
致
活
動」
「
堺
枯
川
の
言
文一
致
活
動」
「『
言
語
学
雑
誌』
と
言
文一
致」

「『
言
文一
致
会』
の
成
立」
「『
少
年
言
文一
致
会』
の
活
動」
「
明
治
三
0
年

代『
読
売
新
聞』
の
言
文一
致
活
動」
「
西
洋
文
学
の
日
本
文
体
に
及ぼ
し
た
影

響」
(
以
上
一

六
章
は、
言
文一
致
史上
の屯
要事
項
と、
主
要な
人
物
・団

体
の

言
文
一

致
運
動
の

詳
述

。

未
開
拓
の

分
野
K

新
資
料
を
発
掘
し
、

そ
の

史

的
窓
義
を
明らかにし
た
のが
特
色。)
「
デ
ア
ル
の
沿
革」
「
近
代
言
文一
致

83 



文の
文
末
語の
語
史
的
考
察」
「近
代
口
語
文の
文
末
辞
法の
展
開」
「『
デゴ

ザル』
体か
ら
『で
あ
る』
体へ」
(
以
上
四
立
は 、
文
末
辞
法
問
題
に
焦
点

を
箇
き 、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
史と
言
文一
致
史
上
で
の
史
的
展
開
を
実
証
的
に
考

察
し
た
もの 。)
な
お 、
巻
末に 、
資
料
と
し
て
八
編の
重
要
論
文
を
載せ
て

い
る 。
さ
ら
に 、
山
本
正
秀
氏
「
写
生
文と
言
文一
致」
(『
専
修
国
文』
第一

O
号 、
昭
四
六・
九)
で 、
写
生
文
運
動の
代
表
者
(
子
規・
虚
子・
鼠
骨)

の
言
文一
致
観
と 、
写
生
文の
口
語
体
発
達
史上
の
功
績
と
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
る 。

木
谷
喜
美
枝
氏
「
山
田
美
妙に
於
け
る
言
文一
致

|『噸戒小説天狗』
と『柿山

伏』
ll」

(『文
学・
語
学』
第
五
六
号 、
問
四
五・
六)
で
は 、
美
妙に
お
け

る 、
表
現
技
巧の
新し
さ
と
もの
の
考
え
方の
古
さ
と
い
う
ア
ン
バ
ラン
ス
に

つ
い
て
指
摘し
て
い
る 。

そ
の
他 、
小
野
基
氏
「『
両
文
体』
の
文
章
史
的
意
義に
つ
い
て」
(『
近
世

文
芸
稿』
第一
六
号 、
昭
四五・
六) 、
掘
川
直
義
氏
「
新
聞
の
文
体
史」

(『言
語
生
活』
昭
四
五
年一
一
月
号)
な
ど
が
あ
る 。
な
お 、
『
国
語
通
信』

第
二ニ一
号
(
筑
摩
書
房 、
昭
四
五・
一
こ
で
は 、
「
近
代の
文
章
へ
の
胎

動」
を
特
集し
て
い
る 。
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以
上
で 、
は
な
は
だ
組
雑な
展
望
を
終
え
る 。
紙
幅の
関
係で
言
及で
き
な

かっ
た
文
献
も
少
な
く
な
い
が 、
お
許し
をい
た
だ
きた
い。
な
お 、
文
献の

閲
覧に
つ
い
て 、
国
立
国
語
研
究
所の
西
尾
寅
弥
氏
な
ら
び
に
図
書
館・
文
献

室の
方々
に一
方な
ら
ぬ
ど
配
慮
を
い
た
だ
い
た。
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ

る 。

||お
茶の
水
女
子
大
学
教
授
11


